






































































 繍  索する 本研 い次の結果 1
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 潅流前の変動
 術前(麻酔繭)に比し離離は,炭酸ガス分圧(PC。,)は拗ね不変働調餅薩
 蝿正と灘蜘B…eご e(弦3)及酬は軽麟の鰍縄度代謝性1
 アシド植シスに偏した。乳酸,焦性ブドー酸,ブドー糖はいずれも軽度増加をみた。面溝電解質爆
 では恥ずれも正常範囲を示した。醤
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 潅流中の変動』繋
鍵
 舖涜職繊細の細分解傭て簾匪・1・・轍轍獣勘ら湘螺化採・離
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 降の大きい程動静豚酸素飽瀦度の差が少なかった〇一臓
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 ③潅流中の酸素消費量では,潅流指数(晃/諺(体表面積)/皿in)の少ないもの程,
 体温下降の火攻るもの種俵値を示した。
 ④PC艶は軽度上昇をみたが正常範囲にあり,BBは平均2篇猛級/しの減少燃し,PHも
 下降し(平均Z5葉),全例に軽度ないし高度の代謝性アシドーシスを示した。
 ⑤乳酸値はBBの低下と概ね一致して増加し,BBの低下の火攻る例に増加がみられた。煎焼
 ブド婦酸の増茄は軽度であり,従って乳酸/焦性ブドー酸化(L/P比)の上昇をみた。これら
 の変イヒは{琢酸素症によるものと考えられる。
 ⑥血糖の増加は最も著明であ勢大部分の病例で20騨伊/d1以上を示した。これは補液綜の
 外因性園子が主閣となるが.Ep鎮ephr獅作爆も考えられた5
 ⑦血清電解質の変動ではK+の低下が最も蕩るしく垂C段㌔搬慰比較的低鎧を示す鄭力潮鍛。
 潅流後の変動
 潅流後は1,乳6,24時闘について鹸索した。
 ①潅流後はPCo2は潅流蔚値或はや玉高値を示したがBB及び2Hは潅流中よりも更に減少し
 灌流後1～5時間で最低を派すものが多く,潅流後も代謝性アシド唄シスの進展をみた。これは
 潅流時闘¢展:い程高度であった。潅流后6時闘以後は圃霞の傾向を示した⇔
 ②乳酸値は潅流后4時間で最高を示し,6時間以後は回復の傾需を示した。焦性ブド}酸は灌
 漉後の増加が著るしく6時間で最高を示した。従ってL/P比は下降し6時閥以後は衛前よ参も
 低値を示したoL■P比下降は回復期に於い'て好気性代謝が優位に立つためと考えられる。
 ③これらの点よりB3減少度・蝉下降'L/P比の変動は潅流状況の判定撃特に紹織低酸繁
 症の指標として重要である。
 ④血穂は潅流后1時間までは高値を示したが以後漸減し6時間では大部分の例で20騨9ノ財
 以下に飼復した。
 ⑤血糖電解質では潅流中著減したK+及び高値を示したCゴはいずれも正常範囲を示した。
 死亡例{こついて
 灌灘後聞もなく死亡せる症例では死亡直前迄高農の代謝性アシド輪シスを示し,一時搬状態
 鯛霞の後再び馴隠るものではア弾一シスの一嚇改善をみた。乳酸,焦性ブド噸,厩糖
 電解質の態震は生霧例と薯変は攻かつた。
 イク4一
 審査結果の要旨
 著者は桂外科教室にかいてギボン型(スクグーγ型)人工心肺使用尋による体外循環で直視下心
 内手術を行った症例58例につき血液ガス・酸塩基平衡,血糖・焦性ブドー酸,乳酸,血溝電解
 質の変動を検索する目的で本研究を宥った・
 先づ灌漑前の変動をみ・次いで灌流前装置充填血を検討し・潅流中の変動については・
 窪)潅流中は灌流終了の約5分前について検索し,喋00%酸素吹送に拘らず過酸素化を来し
 た症例は;なぐ,動脈猛注酸素飽禾翼慶1は75'}98%,』平均87多を示し,潅流時間のヨ蔓いもの程,
 又灌流量の多いもの程酸素飽癩度の低下をみた。
 2)潅流中混合静脈血酸素飽和度は動脈血L酸素飽和度の低下に併行して低下し・又潅流中体協
 下降の大きい糧動静脈酸素飽和度の差が少なかった0
 5)潅流中の酸素消費量では・潅流指数(4/塑(体表諏積)/皿in)の少ないもの程,体
 温下降の人なるもの栢}低値を示した。
 4)PGO2は軽度上昇をみたが正覚凝固にあ砂BBは平均2皿Eq/しの減少を示し、pHも下
 降し(平均Z51),全例に軽度ないし高度の代謝性アシドーシスを示した。
 5)乳酸鰹はBBの紙下と概ね一一致して増加し.BB低下ク)大なる働に増加がみられた。焦性
 ブドー酸び)増臓ま軽度であり,従って乳酸/焦性ブドウ綾地(L/P比)¢)上昇をみた。これら
 の変化は低酸素症によるもび)と考えられた。
 6)撫・糖の増力Bは最:も著明であり大部分の症例で200存解/α拶以上を愛した。これは・骸等
 の外因性困子が主國となるがEp泌ePhrin作構も考えられた。.
 十・十
 7〉血清電解質の変動ではKの低下が最も著るしく,Gaも一般に比較的底値を示す事が判
 ったとしてしている。
 潅流後の変動については,1,3,6,24時間について検索した0
 1)潅流後はPGO2は灌流前値或はや～高値を示したが,BB及びpH々ま潅流中ようも更に減
 少し纒流後r～3時闘で最低を示すものが多く,潅流後も代謝性アシドーシスの進展をみた。こ
 れは灌流露鈴蘭の長い程高度:であった。潅流後6時間以後は疸1復の傾向を示した。
 2)乳酸値は潅流后1時間で最高を示し,6時間以後は回復の傾向を示した。焦性ブドー酸は
 灌瀦i後の増加が著るし,〈6時間で最高を示した6従ってL/P比は下降し6時間以後は術前よ・り
 も底値を示した。L/P比下降は回復期に於いて好気性代謝が優位に立つためと考えられる0
 5)これらの点よ診BB減少慶,PH下降・L/P比の変動は灌流状況の判定,特に組織低酸・
 素症の指標として重要である。
 4)血糖は潅流後て轟寺間までは高値を示したカ`以後瀧縦し6時間では大部分の例で200〃膨/
 d拶以下に回復した。
 5)蟻溝電解質では潅流中著減したK+及び高値を示したGβ}はいずれも正常範麗を激し
 た。最後に死亡例について検討している。
 したがって本論交ば学位を授与するに備値あるものと判定する。
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